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外国人と日本人とが、外国人と日本人とが、 ともに豊かに生きる地域社会をともに豊かに生きる地域社会を!!
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FICECFICEC
Fujimino International Cultural Exchange CenterFujimino International Cultural Exchange Center
ふじみの国際交流センターふじみの国際交流センター発行ハローハロー

フレンズフレンズ
ファイセックファイセックハローハロー

フレンズフレンズ
　私は、　私は、今年の２月に日本に今年の２月に日本に

来ました。来ました。そのときは日本語そのときは日本語

が全然わかりませんでした。が全然わかりませんでした。

３月からセンターに日本語を３月からセンターに日本語を

勉強しに来ました。勉強しに来ました。初めてセ初めてセ

ンターに来たときから先生ンターに来たときから先生

は、は、ずっとやさしいです。ずっとやさしいです。セセ

ンターの先生は一生懸命教えンターの先生は一生懸命教え

てくれて、てくれて、すごくたのしいすごくたのしい

し、し、感激しています。感激しています。

　私は中学１年生です。　私は中学１年生です。４月４月

から入学しました。から入学しました。学校では学校では

美術部に入ってみんなと一緒美術部に入ってみんなと一緒

に絵を描いたり、に絵を描いたり、一緒に話し一緒に話し

たりするのがすごくたのしたりするのがすごくたのし

い。い。学校で給食のときに周り学校で給食のときに周り

　「国際子どもクラブ」　「国際子どもクラブ」の一の一

員として慧美さんについたの員として慧美さんについたの

は、は、だいぶ日本語の基礎が終だいぶ日本語の基礎が終

わって初級から中級に入るこわって初級から中級に入るこ

ろだったと思います。ろだったと思います。

　慧美さんは分からないこと　慧美さんは分からないこと

があるとちゃんと質問をしてがあるとちゃんと質問をして

くれるのですが、くれるのですが、説明が上手説明が上手

く伝わらず他のボランティアく伝わらず他のボランティア

スタッフに言ってもらったりスタッフに言ってもらったり

した時、した時、改めて自分のボラン改めて自分のボラン

ティアとしての情けなさを感ティアとしての情けなさを感

じたりしました。じたりしました。それでも慧それでも慧

美さんが誰よりも頑張ってい美さんが誰よりも頑張ってい

る姿を見て、る姿を見て、自分も少しでも自分も少しでも

慧美さんが日常生活や学校生慧美さんが日常生活や学校生

活に慣れていけるように頑張活に慣れていけるように頑張

らなくてはと思い、らなくてはと思い、今日まで今日まで

日本語を一緒に勉強してきま日本語を一緒に勉強してきま

した。した。

　慧美さんが　慧美さんが「国際子どもク「国際子どもク

ラブ」ラブ」に初めて来た時は、に初めて来た時は、緊緊

張しているのか固い表情でし張しているのか固い表情でし

たが、たが、最近では私だけではな最近では私だけではな

く、く、他のボランティアスタッ他のボランティアスタッ

フの人達とも笑顔で話せるぐフの人達とも笑顔で話せるぐ

らい成長していると思いまらい成長していると思いま

す。す。日常会話や学校のこと、日常会話や学校のこと、

特技は何かなどの会話が、特技は何かなどの会話が、活活

発に交わされています。発に交わされています。こうこう

して、して、日本語を覚えてきた慧日本語を覚えてきた慧

美さんが、美さんが、将来どういう道に将来どういう道に

進むにしても、進むにしても、自信をもって自信をもって

笑顔で乗り越えていってもら笑顔で乗り越えていってもら

いたいと思います。いたいと思います。

の友達に中国語を教えるのがの友達に中国語を教えるのが

すごくおもしろいです。すごくおもしろいです。ウォウォ

シファンニ－とみんな言えるシファンニ－とみんな言える

ようになりました。ようになりました。

　日本は中国より宿題が少な　日本は中国より宿題が少な

いです。いです。日本語は助詞がたく日本語は助詞がたく

さんあるので難しいです。さんあるので難しいです。学学

校で歴史と理科の日本語がと校で歴史と理科の日本語がと

くに難しいので、くに難しいので、わかるようわかるよう

になりたいです。になりたいです。数学と英語数学と英語

は簡単です。は簡単です。もっと日本語をもっと日本語を

勉強して将来は女優になりた勉強して将来は女優になりた

いです。いです。

もっと日本語をもっと日本語を
勉強して、勉強して、
女優になりたい女優になりたい

吉川慧美吉川慧美

笑顔で、笑顔で、
自信をもって自信をもって

白砂白砂  香香

中学１年生中学１年生

ボランティアスタッフボランティアスタッフ

国際こどもクラブ通信国際こどもクラブ通信 毎週土曜日午前に開催。毎週土曜日午前に開催。 ボランティア募集中ボランティア募集中
外国籍児童外国籍児童 ・・ 生徒への日本語、生徒への日本語、 教科指導教科指導



 2005 2005年、年、高校生高校生22年生年生

から国際わいわいクラから国際わいわいクラ

ブに参加。ブに参加。その後、その後、高校高校

を卒業して、を卒業して、現在は美現在は美

容の専門学校に通って容の専門学校に通って

いるのですが、いるのですが、今度は今度は

スタッフとして参加さスタッフとして参加さ

せていただいていませていただいていま

す。す。普段、普段、専門学校に専門学校に

通っていることで忙しいのですが、通っていることで忙しいのですが、月に一度月に一度

のの“わいわいクラブ”“わいわいクラブ”がとても楽しくて、がとても楽しくて、私私

にとっては気分転換にもなるような、にとっては気分転換にもなるような、すごくすごく

貴重で楽しい時間となっています。貴重で楽しい時間となっています。

  毎年８月に行われるキャンプは、毎年８月に行われるキャンプは、子ども達が子ども達が

最も楽しみにしているイベントの一つで、最も楽しみにしているイベントの一つで、いい

つものつもの“わいわいクラブ”“わいわいクラブ”だけでは見ることだけでは見ること

のできない子ども達の満面の笑みを見ることのできない子ども達の満面の笑みを見ること

ができます。ができます。また、また、私は今年で３回目の参加私は今年で３回目の参加

ですが、ですが、昨年に比べて、昨年に比べて、子どもたちがすこし子どもたちがすこし

お兄さんお姉さんらしく成長したのがよくわお兄さんお姉さんらしく成長したのがよくわ

かるイベントだと思います。かるイベントだと思います。

  また、また、わいわいクラブは子ども達の成長と共わいわいクラブは子ども達の成長と共

に、に、自分も成長できる場だと思っています。自分も成長できる場だと思っています。子子

ども達やスタッフに色々なことを教えてもらども達やスタッフに色々なことを教えてもら

い、い、とてもいい勉強になっています。とてもいい勉強になっています。これかこれか

らもできるだけ長く参加し、らもできるだけ長く参加し、もっともっとみもっともっとみ

んなと一緒に自分も大人になっていきたいとんなと一緒に自分も大人になっていきたいと

思っています。思っています。

特集特集  FICEC  FICECの活動からの活動から

参加する子どもたち自身が参加する子どもたち自身が
だんだんとジュニアリーダーとして成長だんだんとジュニアリーダーとして成長
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ふじみの国際わいわいクラブふじみの国際わいわいクラブ

  国際わいわいクラブに国際わいわいクラブに

ジュニアリーダーとしジュニアリーダーとし

て参加しています。て参加しています。クク

ラブに参加するようにラブに参加するように

なったきっかけは、なったきっかけは、小小

学校２年生の時に、学校２年生の時に、母母

が商店に張ってあったが商店に張ってあった

ポスターを見かけて、ポスターを見かけて、

申し込みをしたことで申し込みをしたことで

す。す。弟がまだ生まれてすぐだったので、弟がまだ生まれてすぐだったので、休みの休みの

日に、日に、遊びに連れて行ってあげられないから遊びに連れて行ってあげられないから

というのが理由だったようです。というのが理由だったようです。小学生のと小学生のと

き参加者としてお世話になり、き参加者としてお世話になり、そのままジュそのままジュ

ニアリーダーとなりました。ニアリーダーとなりました。今でもジュニア今でもジュニア

リーダーとして活動しています。リーダーとして活動しています。

  今年の８月にあった長野県須坂青年の家での今年の８月にあった長野県須坂青年の家での

キャンプの夜に、キャンプの夜に、私はたくさんの星を見まし私はたくさんの星を見まし

た。た。それは真っ暗な空に数え切れないほどのそれは真っ暗な空に数え切れないほどの

星で、星で、とても綺麗でした。とても綺麗でした。普段は学校の勉強や普段は学校の勉強や

時間に追われる毎日で、時間に追われる毎日で、星なんかゆっくり見星なんかゆっくり見

る時間もなかったけど、る時間もなかったけど、長野で見た星は小さ長野で見た星は小さ

いものから大きいものまで、いものから大きいものまで、とにかくたくさとにかくたくさ

んありました。んありました。私はびっくりするのと同時に、私はびっくりするのと同時に、

こんなに美しい自然のものが、こんなに美しい自然のものが、すでに都会ですでに都会で

は見ることが出来なくなっていることをとては見ることが出来なくなっていることをとて

も残念に思いました。も残念に思いました。そして、そして、改めて自然と人改めて自然と人

間との関係について、間との関係について、考える時間を持つこと考える時間を持つこと

ができました。ができました。

子どもたちとともに子どもたちとともに
自分も成長できる場所自分も成長できる場所

夜空に見た夜空に見た
数え切れないほどの星数え切れないほどの星

国際わいわいクラブスタッフ国際わいわいクラブスタッフ

平岡　のぞみ平岡　のぞみ （（1919 歳）歳）
国際わいわいクラブジュニアリーダー国際わいわいクラブジュニアリーダー

新井　綾新井　綾 （（1515 歳）歳）
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　平日の朝、　平日の朝、私達は家を出るとたくさんの子私達は家を出るとたくさんの子

ども達を学校や幼稚園、ども達を学校や幼稚園、保育園、保育園、そして通勤そして通勤

途中のバス停や駅などで様々な形で目にしま途中のバス停や駅などで様々な形で目にしま

す。す。

　皆さんは、　皆さんは、近所のちょっとした顔見知りの近所のちょっとした顔見知りの

子どもと挨拶を交わしているでしょうか？　子どもと挨拶を交わしているでしょうか？　

ほとんどの人はしないのではないでしょうか。ほとんどの人はしないのではないでしょうか。

挨拶の励行は近年の話題ではなく、挨拶の励行は近年の話題ではなく、昔から礼昔から礼

儀作法の１つとしてあり、儀作法の１つとしてあり、日常の人と人との日常の人と人との

コミュニケーションの第一歩となってきましコミュニケーションの第一歩となってきまし

た。た。よく目にするのが、よく目にするのが、子どもたちが子どもたちが「こん「こん

にちは！」にちは！」と発しているのに、と発しているのに、大人は会釈だ大人は会釈だ

けだったり小さな声で応えたり、けだったり小さな声で応えたり、時には聞こ時には聞こ

えているのに見向きもせずといった光景です。えているのに見向きもせずといった光景です。

行政や年輩の人たちで組織する青少年団体の行政や年輩の人たちで組織する青少年団体の

多くは、多くは、こんな些細なコミュニケーションとこんな些細なコミュニケーションと

いったことから始まるのではなく、いったことから始まるのではなく、組織運営組織運営

や慣例的活動を重きにおき、や慣例的活動を重きにおき、自分達の居場所自分達の居場所

作りをせっせと行っています。作りをせっせと行っています。

　当センターのふじみの国際わいわいクラブ　当センターのふじみの国際わいわいクラブ

に関わりはじめてに関わりはじめて55年ほどになり、年ほどになり、最初のころ最初のころ

に小学生だった子ども達は既に中学生や高校に小学生だった子ども達は既に中学生や高校

生となり、生となり、ジュニアリーダーとして素晴らしジュニアリーダーとして素晴らし

い成長と新しい感性を私達に与えてくれていい成長と新しい感性を私達に与えてくれてい

ます。ます。彼らは、彼らは、自分たちが小さかった頃を思自分たちが小さかった頃を思

い出し、い出し、その時優しく接してくれた高学年やその時優しく接してくれた高学年や

大学生のスタッフのように、大学生のスタッフのように、いつの間にかいつの間にか「お「お

兄さん、兄さん、お姉さん」お姉さん」へと育ちつつあります。へと育ちつつあります。

　わいわいクラブのスタッフは高校生　わいわいクラブのスタッフは高校生・・大学大学

生生・・社会人社会人・・主婦など様々な人達が短い期間主婦など様々な人達が短い期間

や長い期間と多様に関わっています。や長い期間と多様に関わっています。子ども子ども

が成長すれば、が成長すれば、スタッフもその分だけの年をスタッフもその分だけの年を

取り、取り、大学生たちは社会人となるなど、大学生たちは社会人となるなど、そのその

年によってスタッフの数が大きく変動してい年によってスタッフの数が大きく変動してい

るのも事実です。るのも事実です。しかし、しかし、国際わいわいクラ国際わいわいクラ

ブでの巣立ちの過程を確立し、ブでの巣立ちの過程を確立し、参加してくれ参加してくれ

る子ども達の多くがジュニアリーダーとしてる子ども達の多くがジュニアリーダーとして

育ってくれるような場所となって、育ってくれるような場所となって、わいわいわいわい

クラブを通して学校以外の友達や仲間が増え、クラブを通して学校以外の友達や仲間が増え、

そして成長し子ども達自身の想いや悩みを開そして成長し子ども達自身の想いや悩みを開

放できる身近な居場所で活躍してくれればい放できる身近な居場所で活躍してくれればい

いなと思います。いなと思います。

参加する子どもたち自身が参加する子どもたち自身が
ジュニアリーダーとして活躍ジュニアリーダーとして活躍

国際わいわいクラブスタッフ国際わいわいクラブスタッフ

羽石貴裕羽石貴裕
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座談会座談会 ：： 学生たちが体験した学生たちが体験した FICECFICEC の活動の活動

なぜなぜ FICECFICEC を選んだかを選んだか
　藤林　私は　藤林　私は 「社会と出会う」「社会と出会う」 の講座の中では、の講座の中では、

「「NPONPO と出会う」と出会う」 という授業を担当しています。という授業を担当しています。 NPONPO

と出会うためには、と出会うためには、 実際に実際にNPONPO 活動を現場で体験活動を現場で体験

するのがいちばん重要と考え、するのがいちばん重要と考え、 夏休みに１０日間の夏休みに１０日間の

実習を課しています。実習を課しています。 ４月から７月はじめくらいまで４月から７月はじめくらいまで

は、は、 基本的な基本的な NPONPO についての勉強と、についての勉強と、 受け入れの受け入れの

N P ON P O として１１団体にお願いしていますが、として１１団体にお願いしていますが、 そのその

方々にゲストで来てもらって、方々にゲストで来てもらって、 どういう活動をしているどういう活動をしている

かを紹介してもらうということをやってきました。かを紹介してもらうということをやってきました。

　宮澤　２年生になったら国際関係論を専攻しようと考　宮澤　２年生になったら国際関係論を専攻しようと考

えていて、えていて、 FICECFICEC がが 「日本に住んでいる外国人の「日本に住んでいる外国人の

支援をしている」支援をしている」 と聞いて、と聞いて、 どういうふうに支援していどういうふうに支援してい

るのか知りたくて実習先に選びました。るのか知りたくて実習先に選びました。

　桜田　外国の人たちでもフィリピンとか中国の人と　桜田　外国の人たちでもフィリピンとか中国の人と

は、は、 私たちがふだんあまり出会わないので、私たちがふだんあまり出会わないので、 そういそうい

う世界の人と触れ合えるのではないかと思って、う世界の人と触れ合えるのではないかと思って、 ここここ

にしました。にしました。

　グラン　ぼく自身中国籍なんですけど、　グラン　ぼく自身中国籍なんですけど、 こうした外国こうした外国

「社会と出会う」「社会と出会う」 教育プログラムとして、教育プログラムとして、
埼玉大学の学生たちが埼玉大学の学生たちが
FICECFICEC でインターンシップ研修でインターンシップ研修

人支援の団体が、人支援の団体が、 どういう役割を果たしているのかどういう役割を果たしているのか

が知りたくて選びました。が知りたくて選びました。 中国語ができることも、中国語ができることも、 役役

に立つかもしれないと思いましたし。に立つかもしれないと思いましたし。

FICECFICEC ではでは
どんな活動をした？どんな活動をした？
　内藤　　内藤　FICECFICEC ではどんな仕事をしましたか。ではどんな仕事をしましたか。

　桜田　いちばん多かったのは日本語指導ですね。　桜田　いちばん多かったのは日本語指導ですね。

夏休みということもあって、夏休みということもあって、 フィリピンから来た小学生フィリピンから来た小学生

が勉強しに来ていました。が勉強しに来ていました。 あと、あと、 イベントでセンターイベントでセンター

の活動内容のパネル展示をするので、の活動内容のパネル展示をするので、 撮りおきの写撮りおきの写

真をパネルに貼っていくという作業。真をパネルに貼っていくという作業。 その写真がすその写真がす

ごく楽しそうだったので、ごく楽しそうだったので、 いろんな活動を活発にやっいろんな活動を活発にやっ

ているということがわかりました。ているということがわかりました。

　宮澤　センターでやった仕事は、　宮澤　センターでやった仕事は、 日本語を教えると日本語を教えると

いうのがいちばん多くて、いうのがいちばん多くて、 あとは今年度の分の生活あとは今年度の分の生活

相談のデータ見せてもらったりしました。相談のデータ見せてもらったりしました。 それで気にそれで気に

なったのが、なったのが、 ＤＶＤＶ （家庭内暴力）（家庭内暴力） の被害で、の被害で、 これまこれま

ではテレビとか新聞で見ても遠い世界のことのようなではテレビとか新聞で見ても遠い世界のことのような

感覚でしたが、感覚でしたが、 実際に起きているんだと実感しまし実際に起きているんだと実感しまし

　埼玉大学には、　埼玉大学には、理系、理系、文系あわせて５つの学部があるが、文系あわせて５つの学部があるが、全学部対象の講座の一つとして、全学部対象の講座の一つとして、一昨一昨
年から行われているのが年から行われているのが「社会と出会う」「社会と出会う」というテーマ教育プログラム。というテーマ教育プログラム。実社会で行われているさま実社会で行われているさま
ざまな事柄を早い段階で学ぶことで、ざまな事柄を早い段階で学ぶことで、数年後には社会人となる学生たちが数年後には社会人となる学生たちが「社会人としての基礎体力「社会人としての基礎体力
を身につける」を身につける」 というのがそのねらい。というのがそのねらい。 この教育プログラムにはこの教育プログラムには 「仕事」「仕事」 「会社」「会社」 などなど1010のテーのテー
マが用意されているが、マが用意されているが、 「「NPONPO」」 というのもその一つとなっている。というのもその一つとなっている。 そして、そして、 そのその 「「NPONPO」」といとい
うテーマを選択している学生が、うテーマを選択している学生が、毎年夏休みにはふじみの国際交流センター毎年夏休みにはふじみの国際交流センター（（FICECFICEC））にに「インター「インター
ンシップ」ンシップ」として来所して、として来所して、それぞれ１０日間の研修を行っている。それぞれ１０日間の研修を行っている。
　今年は、　今年は、77人の学生が人の学生がFICECFICECの活動に加わったが、の活動に加わったが、彼らが活動に参加して何を体験し何を感じたの彼らが活動に参加して何を体験し何を感じたの
かについて、かについて、そのうち３人の学生と担当教員の藤林泰さんに加わってもらい、そのうち３人の学生と担当教員の藤林泰さんに加わってもらい、座談会を行った。座談会を行った。

●座談会出席者●座談会出席者
　桜田　桜田  裕香裕香 （経済学部経営学科、（経済学部経営学科、 1818歳）歳）

　宮澤　宮澤  万利江万利江 （教養学部、（教養学部、 1919歳）歳）

　顧　顧  然然 （グ（グ ・・ ラン、ラン、 中国大連出身）中国大連出身）

　　 （工学部機能材料工学科、（工学部機能材料工学科、 1919歳）歳）

　藤林　藤林  泰泰 （埼玉大学教員）（埼玉大学教員）

　内藤　内藤  忍忍 （ハローフレンズ編集担当）（ハローフレンズ編集担当）
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た。た。

　グラン　日本語指導以外には、　グラン　日本語指導以外には、 ２００５年度の生活２００５年度の生活

相談の内容と処理についてまとめた資料を見て、相談の内容と処理についてまとめた資料を見て、 どど

ういう相談が多くて、ういう相談が多くて、 原因は何なのか、原因は何なのか、 それを減らそれを減ら

すためにはどうしたらいいのか、すためにはどうしたらいいのか、 解決方法を考えた解決方法を考えた

りという仕事をやりました。りという仕事をやりました。

日本語指導の感想日本語指導の感想
　内藤　日本語は、　内藤　日本語は、 実際に指導してみてどうでした実際に指導してみてどうでした

か。か。

　宮澤　英語がわかる人だったら、　宮澤　英語がわかる人だったら、 英語を交えながら英語を交えながら

教えるんですけど、教えるんですけど、 本当に日本語しかコミュニケー本当に日本語しかコミュニケー

ションできるものがない場合もあって、ションできるものがない場合もあって、 そういうときはそういうときは

ちゃんと伝わっているのかどうかも不安でした。ちゃんと伝わっているのかどうかも不安でした。

　桜田　はじめて日本語を教えた子が、　桜田　はじめて日本語を教えた子が、 フィリピンかフィリピンか

ら来てまだ１ヶ月ちょっとで、ら来てまだ１ヶ月ちょっとで、 なかなかコミュニケーショなかなかコミュニケーショ

ンがとれませんでした。ンがとれませんでした。 フィリピンの子たちは、フィリピンの子たちは、 自分自分

の母語に漢字がないから、の母語に漢字がないから、 教えるのもすごく難しかっ教えるのもすごく難しかっ

たですね。たですね。

グラングラン  子どもたちばかりでなく、子どもたちばかりでなく、 大人の人も日本語教大人の人も日本語教

室に来ていました。室に来ていました。 英語ができる国の人の場合には英語ができる国の人の場合には

英語を交えたりしてコミュニケーションしながら教えまし英語を交えたりしてコミュニケーションしながら教えまし

た。た。

　宮澤　とくに子どもたちの場合、　宮澤　とくに子どもたちの場合、 勉強する意欲があ勉強する意欲があ

る場合はすごく教えやすいんですが、る場合はすごく教えやすいんですが、 そうでない場そうでない場

合には、合には、 どのようにしたら興味をもってくれるようになどのようにしたら興味をもってくれるようにな

るか、るか、 ぜんぜんわかりませんでした。ぜんぜんわかりませんでした。

活動についての感想活動についての感想
　内藤　センターでこういう支援活動をしていることにつ　内藤　センターでこういう支援活動をしていることにつ

いて、いて、 どう思いましたか。どう思いましたか。

　桜田　生活相談のときに、　桜田　生活相談のときに、 横にいてその話を聞い横にいてその話を聞い

ていたことがありました。ていたことがありました。 準備なしにいきなり日本に来準備なしにいきなり日本に来

て困っているというような、て困っているというような、 本人の責任もかなりあるよ本人の責任もかなりあるよ

うなケースもあったんですね。うなケースもあったんですね。 それでも、それでも、 センターのセンターの

人たちはちゃんと話を聞いて、人たちはちゃんと話を聞いて、 見放さないで力に見放さないで力に

なってあげようという姿勢が印象に残りました。なってあげようという姿勢が印象に残りました。

　宮澤　スタッフ会議のときに、　宮澤　スタッフ会議のときに、 「やりがいとか、「やりがいとか、 やっやっ

ていて良かったと思えることはありますか」ていて良かったと思えることはありますか」 って聞いたって聞いた

ら、ら、 「やりがいとかそういうことよりも、「やりがいとかそういうことよりも、 いま困っているいま困っている

人がいて、人がいて、 放っておけないから」放っておけないから」 という人がいて、という人がいて、 親親

兄弟や友達でもなくて、兄弟や友達でもなくて、 ぜんぜん赤の他人なのに何ぜんぜん赤の他人なのに何

とかしてあげたいというのが、とかしてあげたいというのが、 いまの私にはできないいまの私にはできない

ので、ので、 すごいなと思いました。すごいなと思いました。

　桜田　それでいて、　桜田　それでいて、 何かを犠牲にしてやっていると何かを犠牲にしてやっていると

いうのではなくて、いうのではなくて、 「人が笑ってくれたら自分がうれし「人が笑ってくれたら自分がうれし

い」い」 という感じなんですよね。という感じなんですよね。

活動についての意見活動についての意見
　内藤　活動に参加して、　内藤　活動に参加して、 いろいろ見聞した目で、いろいろ見聞した目で、

「ここは、「ここは、 もうちょっとこうしたらどうか」もうちょっとこうしたらどうか」 というようなことというようなこと

があったら話してください。があったら話してください。

　グラン　ここに来てわかったのは、　グラン　ここに来てわかったのは、 結婚して日本に結婚して日本に

来たような人の場合には、来たような人の場合には、 周りに母語が話せたりして周りに母語が話せたりして

相談できるような人がいないんですね。相談できるような人がいないんですね。 そういう環境そういう環境

の中で、の中で、 このセンターがすごく役立っていると思うんこのセンターがすごく役立っていると思うん

ですが、ですが、 もっと外国人同士がつながりをもって、もっと外国人同士がつながりをもって、 おお

互いに協力するようにすれば、互いに協力するようにすれば、 もっと生活がスムーもっと生活がスムー

ズにいくのではないかと思いました。ズにいくのではないかと思いました。

　宮澤　日本語を教えたときに、　宮澤　日本語を教えたときに、 相手の人がいまど相手の人がいまど

れくらいの進み具合なのかが、れくらいの進み具合なのかが、 ぜんぜんわからなぜんぜんわからな

かったんですね。かったんですね。 だから、だから、 受講者が、受講者が、 どこまで勉どこまで勉

強していて、強していて、 今日はどういうことからやればいいの今日はどういうことからやればいいの

か、か、 そういう情報があればいいと思いました。そういう情報があればいいと思いました。

　内藤　自動車教習所で個々の教習生に作られる受　内藤　自動車教習所で個々の教習生に作られる受

講簿みたいなものがあればいいということですかね。講簿みたいなものがあればいいということですかね。

　宮澤　そうですね、　宮澤　そうですね、 そういう進捗状況がわかるようなそういう進捗状況がわかるような

ものがあれば、ものがあれば、 すごく教えやすいと思います。すごく教えやすいと思います。

　桜田　生活相談のときなんかに、　桜田　生活相談のときなんかに、 やはり言葉の壁やはり言葉の壁

があって、があって、 お互いに話をどこまで理解しているかわお互いに話をどこまで理解しているかわ

からいような気がしました。からいような気がしました。 非常に難しいとは思うん非常に難しいとは思うん

ですが、ですが、 とくにタガログ語とか中国語とかを話せて通とくにタガログ語とか中国語とかを話せて通

訳できる人がいると、訳できる人がいると、 すごくスムーズに話が進むと思すごくスムーズに話が進むと思

いました。いました。

　藤林　いま日本では　藤林　いま日本では 「格差社会」「格差社会」 ということが言わということが言わ

れていますが、れていますが、 日本で外国人が暮らしにくいというこ日本で外国人が暮らしにくいというこ

とは、とは、 一つの格差社会だと思います。一つの格差社会だと思います。 そう考えると、そう考えると、

外国人の問題は、外国人の問題は、 日本の子どもや高齢者の問題と日本の子どもや高齢者の問題と

同様に社会の仕組みの中でいろんな人が暮らしにく同様に社会の仕組みの中でいろんな人が暮らしにく

くなっていることの表れではないかと思うんですね。くなっていることの表れではないかと思うんですね。

そんなことも、そんなことも、 この１０日間のインターンシップで感じこの１０日間のインターンシップで感じ

てくれると、てくれると、 この授業の意味が生きてくると思います。この授業の意味が生きてくると思います。

　内藤　本日は、　内藤　本日は、 ありがとうございました。ありがとうございました。



ハローフレンズハローフレンズ 2007 2007年年1010月号　月号　 www.ficec.jp www.ficec.jp66

　今回の講座で、　今回の講座で、 DVDV被害者のカウンセリングをさ被害者のカウンセリングをさ

れている方のお話を初めて聞くことができ、れている方のお話を初めて聞くことができ、 そのその

難しさや責任の重さ、難しさや責任の重さ、 重要性を強く感じました。重要性を強く感じました。

　最も印象に残っていることは、　最も印象に残っていることは、 助けを求めてき助けを求めてき

た人を保護するだけでなく、た人を保護するだけでなく、 どのように自立を援どのように自立を援

助するかが重要となるということです。助するかが重要となるということです。 傷ついて傷ついて

いるクライエントを保護することはもちろん大切なこいるクライエントを保護することはもちろん大切なこ

とですが、とですが、 その段階が終われば、その段階が終われば、 自分で自分自分で自分

のことを決定する力をつけさせ自立を促すことがよのことを決定する力をつけさせ自立を促すことがよ

り重要であり、り重要であり、 より難しいことだと感じました。より難しいことだと感じました。 自自

立を促すことに関して、立を促すことに関して、カウンセラーがなすべきこカウンセラーがなすべきこ

とは、とは、 「こうすべきだ」「こうすべきだ」 「ああすべきだ」「ああすべきだ」 と意見をと意見を

押しつけることではなく、押しつけることではなく、 様々な選択肢を挙げ、様々な選択肢を挙げ、

クライエントが自分で決定するように援助することクライエントが自分で決定するように援助すること

だそうです。だそうです。 困っている被害者を目の前にする困っている被害者を目の前にする

と、と、 自分の見解を前面に押し出して解決を急ぎ自分の見解を前面に押し出して解決を急ぎ

たくなりそうですが、たくなりそうですが、 あくまで本人自身の自己決あくまで本人自身の自己決

定を促し、定を促し、 尊重することが自立の援助となるとい尊重することが自立の援助となるとい

うことに気づかされました。うことに気づかされました。 その人自身が自立すその人自身が自立す

るところまで援助をしてこそ、るところまで援助をしてこそ、 真に被害者の助け真に被害者の助け

となれるのだと思います。となれるのだと思います。

　また、　また、 この講座で二次的被害ということばを初この講座で二次的被害ということばを初

めて知りました。めて知りました。 二次的被害とは、二次的被害とは、 DVDV から逃れから逃れ

るために相談に行ったにもかかわらず、るために相談に行ったにもかかわらず、 その対その対

応において被害者がさらに傷つけられてしまう、応において被害者がさらに傷つけられてしまう、

ということです。ということです。 高倉先生が特におっしゃってい高倉先生が特におっしゃってい

たことは、たことは、 「別れなさい」「別れなさい」 「働きなさい」「働きなさい」 しか言わしか言わ

ず、ず、 それができない被害者がそれができない被害者がDVDVを助長しているを助長している

のだという対応のしかたが、のだという対応のしかたが、 さらに被害者を傷つさらに被害者を傷つ

けるということです。けるということです。 被害者を責めるような発言を被害者を責めるような発言を

してはいけないのは当然ですが、してはいけないのは当然ですが、 被害者の話を被害者の話を

充分聞かずに充分聞かずに 「別れなさい」「別れなさい」 「働きなさい」「働きなさい」 といとい

うアドバイスしかできなければ、うアドバイスしかできなければ、 被害者の自己決被害者の自己決

定の機会を奪うことになります。定の機会を奪うことになります。 クライエントの気クライエントの気

持ちをよく理解しないままに無責任に対応してしま持ちをよく理解しないままに無責任に対応してしま

う怖さを痛感しました。う怖さを痛感しました。

　この講座で高倉先生のお話を聞くことができ、　この講座で高倉先生のお話を聞くことができ、

多くの多くのDVDV 被害者を救うためにも、被害者を救うためにも、 適切な対応で適切な対応で

被害者の自立に責任を持てるカウンセラーが強く被害者の自立に責任を持てるカウンセラーが強く

求められているということを改めて感じました。求められているということを改めて感じました。

FICECFICEC の活動に参加しての活動に参加して

内閣府、内閣府、 埼玉県の主催、埼玉県の主催、 共催による共催による
ＤＶ被害者支援ボランティア講座を開催ＤＶ被害者支援ボランティア講座を開催

　外国籍市民のための生活相談業務を行ってい　外国籍市民のための生活相談業務を行ってい

るふじみの国際交流センターでは、るふじみの国際交流センターでは、相談内容とし相談内容とし

てて 「日本人の夫からの暴力を受けた」「日本人の夫からの暴力を受けた」 といったといった

DVDV （家庭内暴力）（家庭内暴力） にかかわる問題が多いことかにかかわる問題が多いことか

ら、ら、 これまでにもさまざまな形でこれまでにもさまざまな形で DVDV 被害者支援被害者支援

のためのボランティア講座を開催している。のためのボランティア講座を開催している。

　８月５日には、　８月５日には、 その一環として、その一環として、 内閣府、内閣府、 埼玉埼玉

県などの主催、県などの主催、 共催による共催による 「「DVDV被害者支援ボラ被害者支援ボラ

ンティア講座」ンティア講座」 が、が、 センター事務所内で開かれセンター事務所内で開かれ

た。た。

　当日は、　当日は、 ＮＰＯ法人ＮＰＯ法人 「埼玉カウンセリングセン「埼玉カウンセリングセン

ター」ター」 代表理事の高倉恵子さんが講師となって、代表理事の高倉恵子さんが講師となって、

「配偶者からの暴力被害者支援の基本的心構え」「配偶者からの暴力被害者支援の基本的心構え」

をテーマにした講座が行われ、をテーマにした講座が行われ、 センターで生活センターで生活

相談などに加わっているスタッフら１３人が参加し相談などに加わっているスタッフら１３人が参加し

た。た。

DVDV 被害者支援ボランティア講座を聴講して被害者支援ボランティア講座を聴講して
お茶の水女子大学文教育学部人間社会科学科教育科学コースお茶の水女子大学文教育学部人間社会科学科教育科学コース  岩根　ちひろ岩根　ちひろ
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FICECFICEC活動日誌活動日誌

自分のペースを守って、自分のペースを守って、
楽しく長く続ける楽しく長く続ける

　私がセンターのボランティアを　私がセンターのボランティアを

始めて、始めて、 今年で６年。今年で６年。 その間、その間、

日本語、日本語、 国際理解、国際理解、 情報誌制情報誌制

作、作、 生活相談、生活相談、 シェルターなシェルターな

ど、ど、 多くの事業に参加し、多くの事業に参加し、 素晴素晴

らしい経験をさせていただきましらしい経験をさせていただきまし

た。た。

　私は子育てと仕事をしながら　私は子育てと仕事をしながら

のボランティアなので、のボランティアなので、 センターセンター

との関わりには波があり、との関わりには波があり、 ほぼほぼ

毎日通っていた時期もあれば月毎日通っていた時期もあれば月

に１～２回の時もありました。に１～２回の時もありました。 今今

考えると、考えると、 自分に無理のない自分に無理のない

ペースを探りながら、ペースを探りながら、 その時そその時そ

の時の自分にできること、の時の自分にできること、 やりやり

たいことを選んで活動してきたたいことを選んで活動してきた

のが、のが、 ここまで続けてこられたコここまで続けてこられたコ

ツだったように思います。ツだったように思います。

　実際、　実際、 センターの活動に長くセンターの活動に長く

携わっているスタッフの方を見携わっているスタッフの方を見

回してみると、回してみると、 皆さんそれぞれ皆さんそれぞれ

に自分のペースを保って主体に自分のペースを保って主体

的に活動されているように見え的に活動されているように見え

ます。ます。

　私は昨年　私は昨年 「子どもと共に育つ「子どもと共に育つ

親の会」親の会」 を立ち上げ、を立ち上げ、 外国籍外国籍

親子と日本人親子の交流イベン親子と日本人親子の交流イベン

トを毎月開催するようになりましトを毎月開催するようになりまし

た。た。 たくさんのスタッフの方にたくさんのスタッフの方に

協力してもらっていますが、協力してもらっていますが、 今今

はまだ慣れないせいか準備ではまだ慣れないせいか準備で

大変なときもあります。大変なときもあります。早く自分早く自分

が楽しめるペースを見つけて、が楽しめるペースを見つけて、

長く楽しく続けていきたいと思っ長く楽しく続けていきたいと思っ

ています。ています。

　生活相談でいろいろな人たち　生活相談でいろいろな人たち

に出会った。に出会った。

　生活相談を始めて５年ほど　生活相談を始めて５年ほど

たったころのことである。たったころのことである。 どしゃどしゃ

ぶりの中をたずねって来た女性ぶりの中をたずねって来た女性

とじっくり話す機会があった。とじっくり話す機会があった。 言言

葉が足らなくて誤解を受けたと葉が足らなくて誤解を受けたと

き、き、 母語で言い返せないもどか母語で言い返せないもどか

しさ、しさ、 誤解が解けない悲しさ、誤解が解けない悲しさ、

悔しさを語ってくれた。悔しさを語ってくれた。 「あなた「あなた

たちが私の話を聞こうとしてくれたちが私の話を聞こうとしてくれ

たから、たから、 話すことができた。話すことができた。 ああ

りがとう」りがとう」 と言ってくれた。と言ってくれた。 そのその

とき、とき、 はじめて外国で暮らす人はじめて外国で暮らす人

たちのもどかしさ、たちのもどかしさ、 悔しさ、悔しさ、 悲し悲し

さに触れたような気がした。さに触れたような気がした。

　保険がなくて、　保険がなくて、 ぎりぎりまで手ぎりぎりまで手

術を伸ばしてきた女性が手術し術を伸ばしてきた女性が手術し

ないと失明すると医師から宣告ないと失明すると医師から宣告

された。された。 あっちこっち金策にまあっちこっち金策にま

わったが、わったが、 前例がないというこ前例がないというこ

とで借りることができなかった。とで借りることができなかった。

落ち込んだ私たちを落ち込んだ私たちを 「心配しな「心配しな

いで、いで、 神様のミラクルがあるか神様のミラクルがあるか

ら」ら」 と彼女は励ましてくれた。と彼女は励ましてくれた。 彼彼

女の強さに圧倒され、女の強さに圧倒され、 はずかしはずかし

くなったことがある。くなったことがある。彼女は、彼女は、手手

術を受け、術を受け、 今幸せに暮らしてい今幸せに暮らしてい

る。る。

　外国籍の人たちの相談にのる　外国籍の人たちの相談にのる

ようになって、ようになって、 約１０年なろうとし約１０年なろうとし

ている。ている。 相談者は、相談者は、 ほとんどがほとんどが

女性である。女性である。 生活相談は彼女生活相談は彼女

たちが、たちが、 自分で問題を解決で自分で問題を解決で

きるように、きるように、 寄り添い支援するこ寄り添い支援するこ

とである。とである。

　心も体も傷つき考えられない人　心も体も傷つき考えられない人

もいる 。もいる 。 彼女がどうしたいの彼女がどうしたいの

か、か、 どうすることがいいのか、どうすることがいいのか、

問題を解決していくために話を問題を解決していくために話を

スタッフからのメッセージスタッフからのメッセージ
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じっくり聞くことから始まる。じっくり聞くことから始まる。 話話

すことによって、すことによって、 本人もわたした本人もわたした

ちも何が問題なのかが見えてくちも何が問題なのかが見えてく

る。る。 その問題を本人が解決してその問題を本人が解決して

いこうとすることを大切にしていいこうとすることを大切にしてい

る。る。 そして私たちはその中でいそして私たちはその中でい

ろいろなことに気づかされ、ろいろなことに気づかされ、 教教

えられている。えられている。 時には落ち込む時には落ち込む

こともある。こともある。 そんな時相談者にそんな時相談者に

励まされ、励まされ、 支えられることも少な支えられることも少な

くない。くない。

　生活相談は、　生活相談は、 相談をする側相談をする側

も、も、 受ける側も人として互いに受ける側も人として互いに

助け合い、助け合い、 支えあいながら問題支えあいながら問題

を解決することであると思っていを解決することであると思ってい

る。る。 それを相談者も私たちも自それを相談者も私たちも自

覚することが、覚することが、 互いの自立につ互いの自立につ

ながっていくと感じている。ながっていくと感じている。

高橋恭子高橋恭子

支え合っていることを支え合っていることを
自覚することから自覚することから 小原知子小原知子
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編集スタッフ編集スタッフ
発行者発行者 ：： 石井ナナエ石井ナナエ （センター理事長）（センター理事長）
編集委員編集委員 （（5050音順）音順） ：： 阿澄康子、阿澄康子、 荒田光男、荒田光男、 岩田岩田
仁、仁、 石原怜実、石原怜実、 上島直美、上島直美、 上原美樹、上原美樹、 王祺、王祺、 王賛王賛
博、博、 川田明香、川田明香、 黄耀潤、黄耀潤、 斉藤恵子、斉藤恵子、 篠島幹昌、篠島幹昌、 内内
藤忍、藤忍、 長谷川正江、長谷川正江、 山崎友理山崎友理

■体育■体育11だった私は、だった私は、いままで一度も車いままで一度も車

の免許を取ることを考えたことがありの免許を取ることを考えたことがあり

ませんでした。ませんでした。しかし、しかし、両親が高齢に両親が高齢に

なってきたこともあり、なってきたこともあり、教習所に通い教習所に通い

始めました。始めました。これが、これが、意外に楽しい！不意外に楽しい！不

安安100100％だっただけに、％だっただけに、驚いています。驚いています。

といってもまだ、といってもまだ、教習車に乗ったのは教習車に乗ったのは11

回だけなので、回だけなので、今後もこの気持ちを維今後もこの気持ちを維

持できたらなと思っています。持できたらなと思っています。（上原）（上原）

■今月は、■今月は、編集担当が多少、編集担当が多少、多忙だった多忙だった

編集後記編集後記
ために、ために、発行が少し遅れてしまいまし発行が少し遅れてしまいまし

た。た。発行が遅れると、発行が遅れると、配布が二度手間に配布が二度手間に

なってしまうので、なってしまうので、スタッフの皆さんスタッフの皆さん

に迷惑をかけてしまいます。に迷惑をかけてしまいます。できるだできるだ

け遅れないようにしたいと思います。け遅れないようにしたいと思います。

（内藤）（内藤）

■■「読みやすくて楽しい情報誌ですね」「読みやすくて楽しい情報誌ですね」

「写真が多くてわかり易いですね」「写真が多くてわかり易いですね」ハハ

ローフレンズを読んだ方々から、ローフレンズを読んだ方々から、うれうれ

しい感想が寄せられています。しい感想が寄せられています。もしももしも

あなたも編集委員会に加わってください。あなたも編集委員会に加わってください。大歓迎です。大歓迎です。

中国語教室中国語教室
学習者の中国語能力によ学習者の中国語能力によ
り、り、初級、初級、中級上級に分か中級上級に分か
れて学習します。れて学習します。
●毎週金曜日●毎週金曜日
　午前　午前1010時～時～1212 時時
受講料受講料 ：：11回回 200200～～300300円円

韓国語教室韓国語教室
韓国語初級講座。韓国語初級講座。 韓国人韓国人
の先生が、の先生が、 やさしく丁寧にやさしく丁寧に
教えてくれます。教えてくれます。
●毎週月曜日●毎週月曜日
　午前　午前1010時～時～1212 時時
受講料受講料 ：： １回１回500500円円

ポルトガル語教室ポルトガル語教室
ブラジルで通訳の仕事をしてブラジルで通訳の仕事をして
いた方が指導。いた方が指導。
●毎週火曜日●毎週火曜日
　午前　午前1010時～時～1212 時時
場所場所：：西公民館西公民館
受講料受講料 ：： １回１回10001000円円

英語教室英語教室
初心者を対象としたスクール初心者を対象としたスクール
です。です。グループで楽しみながグループで楽しみなが
ら勉強します。ら勉強します。
●毎週水曜日●毎週水曜日
　午後　午後77時～時～
受講料受講料 ：： 月月44回回40004000円円

日本語教室日本語教室
「生活に役立つ日本語の習「生活に役立つ日本語の習
得」得」を目標に、を目標に、日本人が日日本人が日
本語で教える教室。本語で教える教室。
●毎週木曜日●毎週木曜日
　午前　午前1010時～時～1212 時時
受講料受講料：：無料無料

国際こどもクラブ国際こどもクラブ
日本語が不自由なこどもたち日本語が不自由なこどもたち
に日本語や勉強を教えまに日本語や勉強を教えま
す。す。
●毎週土曜日●毎週土曜日
　午前　午前1010時～時～1212 時時
受講料受講料：：無料無料

パソコン教室パソコン教室
外国人、外国人、日本人にパソコンの日本人にパソコンの
技術指導をします。技術指導をします。
●月２回土曜日開催●月２回土曜日開催
　午前　午前1010時～時～1212 時時
受講料受講料 ：： 日本人日本人10001000円円
　　　　外国人　　　　外国人300300円円

国際スポーツクラブ国際スポーツクラブ
上福岡の中学校体育館でバ上福岡の中学校体育館でバ
スケットボールを楽しみまスケットボールを楽しみま
す。す。
●毎週日曜日●毎週日曜日
　午後　午後77時～時～99時半時半
参加費参加費 ：： 大人大人100100円円

ふじみの国際交流センターふじみの国際交流センター （（FICECFICEC）） のスクール、のスクール、 クラブクラブ

コンクールがあれば、コンクールがあれば、ホームページにホームページに

続いてこちらも優秀賞が貰えるのでは続いてこちらも優秀賞が貰えるのでは

ないかと、ないかと、自負しています。自負しています。センターにセンターに

関わった初期の人からベテランまで、関わった初期の人からベテランまで、

大勢の意見が掲載されているのが特徴大勢の意見が掲載されているのが特徴

です。です。センターの活動をより多くの人センターの活動をより多くの人

に理解していただけるように、に理解していただけるように、これかこれか

らもいろいろ工夫していきます。らもいろいろ工夫していきます。知り知り

たい情報や載せてほしい記事がありまたい情報や載せてほしい記事がありま

したら是非知らせて下さい。したら是非知らせて下さい。（石井）（石井）

センターの活動をご支援くださいセンターの活動をご支援ください

会員会員 ・・ 賛助会員賛助会員 ・・ 寄付のご案内寄付のご案内

●活動を担う会員……正会員●活動を担う会員……正会員

　正会員は、　正会員は、スタッフなどとして活動を担っていただく会員でスタッフなどとして活動を担っていただく会員で

す。す。 この会員は、この会員は、 総会などでの議決権をもちます。総会などでの議決権をもちます。

　年会費　年会費 ：： 個人１口個人１口3,0003,000円、円、 団体１口団体１口10,00010,000円円

●センターを財政的に支える会員……賛助会員●センターを財政的に支える会員……賛助会員

　賛助会員は、　賛助会員は、 センターを財政的に支えていただく会員でセンターを財政的に支えていただく会員で

す。す。 総会等での議決権はありませんが、総会等での議決権はありませんが、 センターのイベンセンターのイベン

トなどのご案内や、トなどのご案内や、 機関誌をお送りいたします。機関誌をお送りいたします。

　年会費　年会費 ：： 個人１口個人１口3,0003,000円、円、 団体１口団体１口10,00010,000円円

●●20062006 年年44 月～月～ （（5050 音順音順 ・・敬称略）敬称略）

穴沢エミリン　伊藤智明　伊藤真弓　いも煮会　上島穴沢エミリン　伊藤智明　伊藤真弓　いも煮会　上島

直美　小澤ヴィクトリア　小原富明　オムテック直美　小澤ヴィクトリア　小原富明　オムテック((株）　葛株）　葛

西敦子　加藤久美子　金子忠弘　上福岡教会　候　国西敦子　加藤久美子　金子忠弘　上福岡教会　候　国

際ソロプチミスト　後藤泰弘　駒形一夫　菅山修二　鈴際ソロプチミスト　後藤泰弘　駒形一夫　菅山修二　鈴

木譲二　堰代仁子　染谷英子　高橋郁子　高橋智子　木譲二　堰代仁子　染谷英子　高橋郁子　高橋智子　

武田和子　寺村壁如　中嶋恵津子　萩原千代子　長武田和子　寺村壁如　中嶋恵津子　萩原千代子　長

谷川美紀子　ハナロウ会　羽石電気　半田栄子　東入谷川美紀子　ハナロウ会　羽石電気　半田栄子　東入

間防犯協会　三澤真理　村上省三　百瀬　滉　森田信間防犯協会　三澤真理　村上省三　百瀬　滉　森田信

子　矢野やすこ子　矢野やすこ

会員、会員、賛助会員にはこの機関紙をお送りします賛助会員にはこの機関紙をお送りします ●ご寄付は税金の控除や損金参入の対象となります●ご寄付は税金の控除や損金参入の対象となります

　ふじみの国際交流センターは、　ふじみの国際交流センターは、国税庁からの認定を受け国税庁からの認定を受け
たた 「認定「認定NPONPO法人」法人」 ですので、ですので、 ご寄付は、ご寄付は、 法人であれば法人であれば
損金参入が認められ、損金参入が認められ、 個人であれば寄付控除の対象とな個人であれば寄付控除の対象とな
ります。ります。

ご寄付をいただいた方々ご寄付をいただいた方々
ご支援ありがとうございますご支援ありがとうございます

郵便振替口座郵便振替口座：：00110-0-36951100110-0-369511
口座名口座名：：ふじみの国際交流センターふじみの国際交流センター


